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Development of Glasser’s Choice Theory in Japan
- To Promote Favorable Mother-child Relationships -











　To promote favorable mother-child relationships through support, we examined the scope of application and usefulness of Glasser’s 
Choice Theory in Japan. Among the 73 academic papers in the ‘Journal of the Japan Association’ for ‘Choice Theory Psychology’ Vols. 2 
to 13, 63 discussing the scope of application or usefulness of the theory were analyzed. They were also classifi ed into 4 types: theoretical 
articles, practice, case, and survey reports, and areas using the theory were confi rmed. These areas included counseling, management, 
education and medical/welfare services; the theory was mainly and practically used in counseling and education. The results support the 
practicability of the Choice Theory and its usefulness to provide mental and educational support. It may also be applicable to parenting 
support to promote favorable mother-child relationships. 
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法研究第 1 巻第 1 号が刊行された（認定特定非営利活
動法人日本リアリティセラピー協会，2018）．1993年


















































1 ）選択理論の理論に関する文献（表 2 ）
　選択理論の理論に関連した文献13件では，聖書に関
する思想からみるリアリティセラピーの有効性につい
て論述した文献 2 件（文献A 1  ，A 3 ），選択理論の
概念要素に関連した文献 5 件（文献A 2 ，A 5 ，A 6 ，
A 7 ，A 8 ，A10），メンタルヘルスに関連した文献











































2 ）カウセリング分野に関する文献（表 3 ）
　カウセリング分野に関連した文献18件では，リアリ
ティセラピーをより効果的に活かす方法について論
述している文献が 6 件（文献B 1 ，B 2 ，B 3 ，B 4 ，























3 ）マネージメント分野に関する文献（表 4 ）
　マネージメント分野では，企業におけるリード・マ
ネージメントのあり方についての実践報告 2 件（文献
C 1 ，C 2 ）とリード・マネージメントにおける自己





献C 1 ，C 2 ）．
4 ）教育分野に関する文献（表 5 ）
　教育分野に関連した文献15件のうち，「上質注8）」な
教育について理論から論じている文献が 5 件（文献
D 1 ～ D 5 ），人格教育など発達心理教育の視点から
論じている文献が 1 件（文献D 7 ），選択理論を教育
現場で実践的に用い，教育に有効であることを論述し


















5 ）医療・福祉分野に関する文献（表 6 ）
　医療・福祉分野に関する文献 6 件のうち，医療分野









ロールや外的コントロールについて（文献F 1 ，F 2 ，
F 5 ，F 7 ，F 8 ）と基本的欲求プロフィール（文献








































A 2 柿谷　正期（1999） 報奨による罰
現実療法研究





































































































REALITY  THERAPY 




































































































B 8 柿谷　正期（2004） カウンセリングと性的感情
選択理論理心学研究



































































































































































D 1 柿谷　正期（1994） クォリティ・スクール
現実療法研究






D 2 柿谷　正期（1996） クォリティ・スクール⑵
現実療法研究
第 3 巻第 1 号
理論的
論文
デミングの「14項目」「 7 つの死に至る病」「 5 つの障
害」からみる教育界への適応について言及している。








D 4 柿谷　正期（2003） 教育と暴力
選択理論心理学研究





D 5 鎗田　謙一（2006） 競争から協力へ
選択理論心理学研究
























































































































































































































































































































































































































































































































































































the therapeutic process.A secure base-Parent-child 




























Hoffman,M.L. （1963）:Parent discipline and the child’s 
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